






問１ 一義的には解答が導き出せないため、出題の意図のみ掲載いたします。 
 
〔出題の意図〕 
近年における世界的な⺠主主義の後退について、どの程度、政治学の観点から論じることが
できるかを問うための設問である。選挙を実施しつつも、権威主義的な統治体制に変化する
という選挙権威主義の概念を理解しているか、ダールのポリアーキー概念を適用すると、と
りわけ自由化が後退していることを指摘できるか、具体的な例として、ロシア、トルコなど
の事例を挙げられるだけの世界情勢に関する一般的な知識を有しているかを確認した。 
 
 
問２ 一義的には解答が導き出せないため、出題の意図のみ掲載いたします。 
 
〔出題の意図〕 
選挙制度の影響は広範に及ぶことが知られているが、理論的ないし実証的な見地から論じ
ることができるかを問うための設問である。いくつか例示すると、有権者に対する影響とし
て、小選挙区制における戦略的投票や比例代表制における誠実投票などを挙げられるか、政
党システムに対する影響として、デュベルジェの法則が有名であるが、システムレベルの影
響を挙げられるか、政党組織に対する影響として、拘束名簿式と非拘束名簿式では、前者の
方が政党執行部の権力が強いことなどを指摘できるかを確認した。 
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